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スピントロニクス集積回路による高性能システム設計とその応用展開

概要： スピントロニクス集積回路の導入により、システムの更なる低消費電力化や

高機能化が期待されている。本研究プロジェクトでは、各階層のスピントロニクス集

積回路に求められる性能や仕様等をベンチマークし、スピントロニクスデバイスを活

用した新しいシステムにかかるアーキテクチャーの設計指針を確立する。加えて、当

該スピントロニクスシステムの応用展開を検討する。
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プ（東北大）、筑波大グループ、名古屋大グループ

期待される研究成果： システム中の各

階層でのスピントロニクス集積回路に対

する要求性能や仕様等をベンチマーク

することで、スピントロニクスデバイスに

基づく新しいシステムにかかるアーキテ

クチャーの設計指針を確立することがで

きる。確立したアーキテクチャ設計指針

は、システムの飛躍的低消費電力化と

高機能化の実現に資する。
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研究成果（実施状況）：

システム中の各階層でのスピントロニク
ス集積回路に対する要求性能や仕様等
のベンチマークを進めた。また、その成
果に基づきスピントロニクスデバイスに
基づく新しいシステムにかかるアーキテ
クチャの設計指針の確立を進めた。
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